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沼隈病院グループ

常石医院

GHぬまくま

まりデイサービス内海

まりホーム内海 まり高齢者複合施設 山南

沼隈病院

まりホーム熊野

地域密着型特養

まり沼隈
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沼隈病院グループ （沼南会・まり福祉会）



各部署への配属(2020年8月～)

PT OT ST DH リハ助手 総数

通所系
リハ

通所介護(まりデイ) 2 1 0 0 0 3

通所リハビリ(まり山南) 4 2 0 0 0 6

通所リハビリ(老健) 6 3 1 1 1 12

入所系
リハ

まり高齢者2･3･4階(入所・入居) 4 1 0 0 0 5

地域密着特養 まり沼隈 1 0 0 0 0 1

老健入所リハビリ 4 2 1 1 0 8

病院
リハ

病院リハビリ 11 6 5 5 1 28

訪問
リハ

訪問リハビリ 7 3 0 0 0 10

その他 その他(地域・本部) 1 0 0 0 0 1

合計 40 18 7 7 2 74



病院配属
言語聴覚士・歯科衛生士の

取り組み

・入院患者様全体的な把握

・毎日の入院患者様のチェック



歯科衛生士の評価

• 口腔内汚染の状況把握

• 口腔内の状態・・・

入院患者様のアセスメント表作成

• 義歯の種類と使用について・・・

使用可能か・義歯調整の必要性

• 治療の必要性について



言語聴覚士の評価

• 嚥下障害・・・嚥下の状態について

摂取可能な食事形態の検討

• 言語障害・・・コミュニケーションの評価

• 栄養方法・・・経口摂取・輸液・経管栄養

• ADL・・・自立か介助か



口腔内汚染の主観的評価

2012年以前

ST少人数で歯科衛生士もいない状況では口
腔ケアが充分ではなく徹底も出来ない環境下

2012年以降

歯科衛生士の人数が徐々に増員し、病院だ
けではなく、関連施設への口腔ケアの介入が
可能に。



AUDによる抗生剤使用量比較

AUD・・・Antimicrobial use density

病院における抗菌薬使用量の評価方法



2012年度・2018年度

AUDによる使用量比較

2012年度・・・55.59

2018年度・・・25.29



考察

・STが在籍している病院でも、

口腔内清潔保持するためには

多職種の協力が必要

・歯科衛生士入職で、

口腔ケアの頻度・質が向上

誤嚥性肺炎発症件数が減少



結論

• 口腔ケアの介入には多職種での連携・介入
が必要

• 人員が増加すれば誤嚥性肺炎予防のための
口腔ケアが可能となる。


